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政府は新型コロナウイルス感染症の感染症
法上の位置づけを５類へ移行する方針を決定
した。欧米各国がそうであるように、コロナ禍
は過去のものとなりつつあるのかもしれない。

５類への変更の根拠として、重症化率や致
死率の低下が強調されている。昨年12月に提
出された新型コロナウイルス感染症対策アドバ
イザリーボードの資料によると、2022年５月か
ら８月の新型コロナによる60歳以上の致死率
は、季節性インフルエンザによるものと同等の
値を示している。

一方で、その感染力には大きな差が認めら
れる。海外のレビュー文献によるとオミクロン
株の平均基本再生産数は9.5で、季節性インフ

ルエンザのそれは高くても３程度であることか
ら、新型コロナウイルスの感染力はかなり強い
と考えられる。すなわち今後、新型コロナが５
類感染症としてインフルエンザと同様の取り扱
いとなれば、いったん流行が起きると想定され、
計算上はインフルエンザの３倍以上の感染者数
と３倍以上の重症者および死者が予想される。

これまでも市中に患者数が増えることに伴
い、介護施設でのクラスター発生件数も増加
してきた。５類移行後は新型コロナ患者の把
握が曖昧となり、より身近にウイルスが潜む可
能性もある。まだまだ現場職員は緊張感をもっ
て感染症対策を続けなければならないだろう。
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